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【はじめに】デスク トップ用 またはノー トパソコン用別売 りマウスの自助具は多々あるが、 ノー トパ ソコン本体マウス用の自助

具 は販売 されていない。今回、我々はノー トパソコン本体 マウス用自助具 を作製 したので報告する。 【症例】67歳 男性右利き 【

診断名】ギランバ レー症候群(軸 索型)【 障害名】四肢麻痺 【現病歴]1989年 冬 にギ ランバレー症候群発症 し、ステロイ ド治療で軽

快 した。2003年1月7日 、朝に四肢の脱力をきた し、救急車で来院 した。 ギランバレー症候群再発で内科入院 とな り、人工呼吸器

管理 となった。1月9日 、 リハ ビリ部受診 し、PTでbedsideで の拘縮予防のためのROM訓 練 を開始 した。2月18日 、OT訓 練 で、bed

sideROM・ 筋 力強化訓練 を開始 した。2004年5月24日 、 ポータブルスプリングバ ランサー{以 下PSB}を 購 入 した。《現症(平 成16

年7月8日)》 【精神機能】清明 【言語機能】気切のため不可 【脳神経]両 側顔面神経麻痺、嚥下不良[MMT(右/左)】 僧帽筋4/4、 三 角

筋2/2-、 上腕二頭筋3/2、 上 腕三頭筋3+/3、橈 側手根屈筋 ・尺側手根屈筋ｌ/ｌ、長 ・短橈 側手根伸筋 ・尺側手根伸筋1/1、 総 指

伸筋2/2、 浅 指屈筋2/2、 深指屈筋2/2、 手 内在筋0/0、 下肢2-/2-【 深部腱反射】両側減弱1病 的反射1両 側陰性 【感覚1両 側鈍麻[起

居動作】全介助 【ADL]食事(右PSB、 右 手関節背屈装具 似 下装具}、 長柄 スプーン使用で20口 程度可)、 移動は電動車椅子で可、

その他全介助[APDL]以 前 は趣味がパ ソコン 【方法】 ノー トパ ソコン(NEC製LaVie)を 使 用 し、文章 ソフ トはMicrosoftWordと

した。装具、PSB使 用 で、装具掌側 に自助具を取 り付 けた。 【ノー トパソコン本体マウス特徴】1.接 触面積が約20㎜2以 上必

要、2.静 電気の発生が必要 【自助具特徴】1.大 きさが横6.5cm× 縦14cmと コ ンパク トであり、重量が17gで 軽 量である。2.

スティックはヒー トガンで、 自由に曲げることがで きる。3.手 指筋力が弱 くて も使用できる。4.伝 導 ゴム幅を1.5cmと し、

接触面積 を広 くした。5.先 端に伝導 ゴム、スティック内にアース用コー ド、装具にカシメを使用することと、不織布 と伝導ゴ

ム間で摩擦を起 こすことによ り静電気を発生 させ ることがで きる。 【結果】右でのマ ウス使用、パ ソコンキータイピングが可能

となった。タイピング速度は、初期では1文 に2～3分 費や したが、現在は1文 を30秒 程 度で可能 となった。コミュニケーションが

容易 とな り、趣味であるパソコンの使用も可能 となった。 【ま とめ】作製の際に難渋 した点は、マウス内の伝導 ゴムの接触面積

が約20㎜2以 上必要 なことと、静電気を発生 させ る必要があることであった。接触面積については伝導 ゴムの幅を広 くすること

によって対処 し、また静電気は、装具にカシメ を打ち込み、身体 と接地 させ、先端の ゴムに不織布 をま くことによって発生させ

た。その結果ノー トパソコンマウスによる操作が さらに容易にな り、 コミュニケーションや趣味の再獲得 に寄与 し、QOLの 向 上

にも貢献 した。


